
技術革新といっても、一時代前のそれとは様変わりしてきました。家電化しているとい

 

ってもいいかもしれませんし、一定の段階を越えたということかもしれません。むしろこ

 

れからは、私たちがテクノロジーの進歩にどのように関わっていくかが重要になると考

 

えます。

そこでこのフォーラムでは、このような大局的な観点からテクノロジーの変遷を概観し、

 

特に英語以外の言語教育のあらたな試みについて、考えたいと思います。具体例とし

 

て、私自身が関わってきた研究や教材などを豊富にご紹介しつつ、みなさんからのご

 

意見やご質問に答えながら会を進めてみたいと思います。この機会がみなさんの今後

 

の舵取りに資することがあれば幸いです。

講師：倉舘健一先生

（慶應義塾大学総合政策学部講師
／本学MULC非常勤研究員）

開催日時：平成２２年１０月１３日（水）
15:10 - 16:30

会場：

 

神田外語大学６号館１階
プレゼンテーションルーム

MULC OCTOBER FORUM 2010

-技術革新と外国語教育の冒険 -
なにが変わり、なにが

残るの？

講演会に関する問い合わせ先：

神田外語大学

 

多言語コミュニケーションセンター

 

担当古川
電話：

 

（外線）043-273-1592 / （内線）7215
FAX：

 

043-273-1692
E-mail：

 

furukawa-y@kanda.kuis.ac.jp

テクノロジーによる環境の変化はよいものばかりではありません。しばし

 

ば悩ましいものでもあります。いっそすべて放り投げるか、無視して通り

 

過ぎる方が得策では？

 

と感じるときもあります。とはいえ、数ある学び

 

のジャンルの中でもとりわけ外国語の教育と学習にこそ、テクノロジーの

 

恩恵があることは否めません。
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